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「2016 MFJ 全日本ﾄﾗｲｱﾙ選手権ｼﾘｰｽﾞ 第 6 戦 中部大会」結果報告書

ATS TRIAL TEAM

開催日      ； 2016/10/9 (日)
会場        ； 愛知県 キョウセイドライバーランド
天候        ; 晴れ
ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ    ； ウエット/ドライ
観客数      ； 2750 人

ライダー 砂田 真彦 (ゼッケン 11) 小野 貴史 (ゼッケン 24)

出場クラス 国際 A 級スーパークラス 国際 A 級

コース設定
12 セクション×2 ラップ

+スペシャルステージ 2 セクション
12 セクション×2 ラップ

アシスタント 片倉 久斗 竹屋 健二

順位 15位 8位

獲得ポイント数 0 ポイント 8 ポイント
ATS サポートメンバー ； 横倉 千裕



                                                

●小野 僅差で順位を落とす

レース前夜からスタート時刻まで降り続いた雨の影響で、路面が WET となり、

全クラス共に難易度が急に高い設定となりました。

序盤のセクションは特に路面状況が悪く上位陣でも減点 0(クリーン)は無く、

減点 3 でセクションの制限時間 1 分をギリギリ使いながらアウトするのがやっとの状況でした。

しかし、小野はタイムオーバー等で連続して減点 5 を取ってしまいます。

その後は、きっちり立て直し 1 ラップ目を 5 位で折り返します。

そこから巻き返しを図りましたが、全体の制限時間が少ないうえに、

ハードなセクションに精神的にも体力的にも消耗し、路面コンディションが少し回復して、

上位陣は減点を減らしてくる中、1 ラップ目と同減点を喫し順位を下げて 8 位でゴールしました。

ランキングは 3 位となりましたが、トップとは 5 ポイント差という事でチャンピオンはまだ十分に

狙えるポジションをキープする事が出来ました。



                                                

●小野コメント

セクションコンディション悪化や渋滞での時間消耗に翻弄されてしまいました。

北海道以降のインターバルで取り組んで来た練習やセットアップを活かす事が出来ませんでした。

ランキングも落としてしまいましたが、最終戦はこのままでは終われませんので、応援御協力宜しくお

願い致します。



                                                

●砂田 流れを掴めず

前戦からの長いインターバルの中で、バイクのセッティングを見つめなおして今回の大会に挑みました。

例年通り、高低差のあるセクション設定でしたが、路面が DRY だった前日の下見の段階では、

難易度としては少し抑えた様な印象でした。

しかし雨によりアウトまで減点 3 でも走破する事が難しいセクションへと変貌しました。

一つずつなんとかセクション攻略をしようと考えて走っていきますが、なかなか思う様にはいかず、

減点を増やしていきます。更には、失敗するライダーが多い事もありセクション渋滞も酷く、

後半はセクショントライをする事も出来ずにエスケープの減点 5 をもらい、

トライアルをまともに出来ていない状態で 1LAP 目の制限時間ギリギリで折り返しました。

2LAP 目に入る時にリヤタイヤのパンクが発生し、パンク修理で素早く復帰出来ましたが、

複数箇所に穴が開いていた様で、セクショントライ中に空気が抜けてしまい、移動コースの途中で

ホイールセットでアシスタントの車両の物と交換するなど、時間的にもとても厳しくなりました。

最終的に 3 分弱のタイムペナルティーも加算されてのゴールとなりました。

その後のスペシャルステージでも、SS1 では、十分クリーンを狙える設定でしたが、

気の焦りでミスをし、とても残念なレースとなってしまいました。



                                                

●砂田コメント

雨の影響で難易度が上がり、体力的にも厳しくなる事がわかっていたので、

難易度がかなり高いセクションは、走破不可能という判断をして、

可能性のあるセクションに始めから絞って集中する様に切り替えて走りました。

それでも、どのセクションも長くセクションの制限時間内で走る事が難しい状況で、

なかなかアウトまで辿りつく事が出来ませんでした。

加えて、どのセクションもセクションインする為の渋滞が発生し、トライする時間も無い事から、

集中して走る事もままならない様な状況に自分で気持ちを追い込んでしまったのが、

一番の良く無かったポイントだと反省しています。

次戦は 3 週間後の今季最終戦となりますので、短い期間ですがこの間に、

乗り方や、考え方等、修正して万全の状態で自信を持った走りに変える様に努力します。

この度も沢山のご支援、ご声援をありがとうございました。

●次戦予定

次戦は、10/30(日)2016MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ第 7 戦東北大会です。
引き続きよろしくお願い致します。
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